
１ 「生活困窮者」とは

「就労の状況、心身の状況、地域社会との関係性その他の事情により、現に経済的に困窮し、最低限度の生活を維持する
ことができなくなるおそれのある者」

生活困窮者自立支援法第３条（定義）

キーワード

キーワード

経済的困窮

社会的孤立

キーワード 失業だけではなく、健康問題、家族の
問題、人間関係など様々な問題が重なり、
解決できないうちに深刻化して経済的困
窮に至ります。

複合的な課題を抱え、制度の狭間に
陥りやすい

対象者を広く捉えるため、収
入、資産の基準は示されていませ

ん。

排除のない対応、早期支援を行
う

家族や友だちのいない人が増えて
います。また、経済的困窮が深まる
とますます人とのつきあいがなくな
り孤立化します。

社会的孤立に至った人は情報がなく自
らサービスにアクセスできないだけでな
く、困窮に至ったのは自己責任だとして
自ら支援を求めない傾向があります。

早期把握、アウトリーチが必要

資料３

１生活困窮者に対する自立の支援は、生活困窮者の尊厳の保持を図りつつ、生活困窮者の就労の状況、心身の状況、地域
社会からの孤立の状況その他の状況に応じて、包括的かつ早期に行われなければならない。

２生活困窮者に対する自立の支援は、地域における福祉、就労、教育、住宅その他の生活困窮者に対する支援に関する業
務を行う関係機関及び民間団体との緊密な連携その他必要な支援体制の整備に配慮して行われなければならない。

２「生活困窮者支援の考え方」とは

生活困窮者自立支援法第２条（基本理念）

自分で自分の人生を選択できる力をつけられ
るように支援する

経済的不安の解消とともに、健康の保持、地
域社会とのつながりを作る

公民問わず関係機関が一体となって支援する

その人の支援をきっかけに、地域の人が生活困窮
に至らないようなまちづくりを考える

生活困窮者支援を通じた地域づくり生活困窮者の尊厳の保持

資料３

生活困窮者自立支援制度と重層的支援体制整備事業の違いについて
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自立相談支援窓口では、相談ケースの支援を一手に担うのではなく、生活困窮者に寄
り添いながら、庁内外の関係機関の支援が支援計画（プラン）に基づき適切に提供され
るよう総合調整を行いながら、課題の解決に向けて支援を行う。
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法定ｻｰﾋﾞｽの支援決定

住居確保給付金

子どもの学習・生活支援

事業

就労準備支援事業

支援サービス調整
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インフォーマル支援
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各支援員による伴走型支援

地域社会
（民生委員・NPO等）

面談等による就労意欲の喚起及び

就労準備支援事業参加への動機付け

就労訓練事業（中間的就
労）のあっ旋

（定期又は随時の面談・訪問等）

関係機関・地域の社会資源
のネットワーク（出口）

○必要に応じて本人に

対する電話確認

○企業・法人等への訪
問による状況確認

関係機関・地域の
ネットワーク（早期把握）
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緊急的支援

（生活困窮者自立支援制度と重層的支援体制整備事業の支援の比較）

複数の事業を
一体的に実施
することが可能

法上で多機関連携
の調整機能を明記

（新）他制度の参加
支援を一体的に
提供できる事業

（新）アウトリーチ
に特化した事業
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